










職員群で少なかった．がん検診においては，2 年間で食道がん 2 例（内視鏡 1 例，X 線 1 例），胃がん 5
例（内視鏡），大腸がん 9 例（便潜血），肺がん 6 例（ X 線），乳がん 8 例（マンモグラフィー）が発見さ
れた．子宮頚部がん検診でがんの発見はなかった．腹部超音波検査で肝細胞がん1例，PSA 検査で前





8 人→ 9 人）に伴い増加が続いている．経鼻用の細
径内視鏡は 1 本で運用しているため経鼻内視鏡の枠
は 1 日 3 枠のままだが，希望があれば萎縮性胃炎を
認める症例にも施行したため件数は増加している．
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結果
1）　5年間における受診者数の推移（表1）




は 5 年間で 1,300 人以上増加した．それに伴い稼働
額も 5 年間で約 2,400 万円増加し，1 億 7 千万円弱に





あった．70 歳以上は 10% 未満であるが，29 年度よ
り30年度で増加していた．
3）　生活習慣病治療の有無と BMI（図2）
平成 29・30 年度の生活習慣病治療者は 2355 人
（平成27年度1,144人，28年度1,211人）で，全受診





者 4.2%，女性治療者 19.9%，男性未治療者 27.9%，
男性治療者61.1% であった．
5）　生活習慣病治療の有無別の検査値比較
血圧 140/90mmHg 以上の割合は，未治療者 15%
に比べ治療者のほうが 32.1% と高率であった．（図
4）．
高 LDL-C 血症（140mg/dl 以上）の割合は，未治
療者27.2% に比べ治療者20.9% と低率だった．
一方，高中性脂肪血症（150mg/dl 以上）は未治






40 歳− 65 歳の協会けんぽ＋日赤健保受診者（男
性 2,189 人，女性 2,229 人）における保健指導階層化











胃がん検診については，2 年間で食道がん 2 例（X
線 1 例，内視鏡 1 例），胃がん 5 例（内視鏡 5 例）が
発見された．X 線発見食道がんは他部位チェック
で，食道がんの 2 例とも飲酒歴を認めた．胃がん 5
例はすべて内視鏡的に治療され，3 例は除菌後で 2
例はピロリ陰性であるが背景粘膜は萎縮であった．
便潜血検査による大腸がん検診では 2 年間で 9 例
の大腸がん（早期がん 4 例，進行がん 4 例，転移性
で深達度不明1例）が発見され，進行がん（直腸1例，




れた（Stage1A 2例，1B 1例，3A 1例，4B 1例，手
術せず深達度不明 1 例）．組織型は腺癌 3 例，扁平
上皮癌1例，小細胞癌1例，多形癌1例で，4例が現
喫煙者，1例が既喫煙者，1例が非喫煙者であった．
胸部 CT では 1 例の肺がんが発見されたが，胸部 X
線でも指摘可能であった．
子宮頸部細胞診ではがんの発見はなく，乳腺触診
＋マンモグラフィーでは 2 年間で 8 例の乳がんが発
見された．陽性的中率は 3% 前後とまずまずである
が，要精検率が10% 以上と高かった．（表3）．
腹部超音波検査では，2 年間で 4,132 人中 55 人が
精密検査を指示され，肝細胞がん 1 例が発見され
た．PSA は 2 年間で 1,162 人に実施し，要精密検査
32 人で前立腺がん 6 例であった．甲状腺がんは 2 年




142 件，平成 28 年度 150 件，一日ドック・協会けん
ぽでの頸動脈超音波検査（原則として金曜のみ）は
平成 29 年度 76 件，30 年度 108 件，血圧脈波は平成
29 年度 208 件，28 年度 245 件であった．骨密度は平
成 29 年度 109 件，平成 30 年度 129 件，睡眠時無呼
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図１ 年齢別受診者分布








H26 H27 H28 H29 H30
一泊二日ドック（人） 408 343 351 330 320
脳ドック（再掲）（人） 164 136 139 145 133
肺ドック（再掲）（人） 161 101 146 123 124
一日ドック（人） 1,181 1,182 1,268 1,364 1,452
単独脳ドック（人） 81 80 115 135 150
成人検診（人） 2,292 2,505 2,704 2,809 2,861
その他健診（人） 1,339 1,270 1,361 1,404 1,793
合計（人） 5,301 5,380 5,799 6,042 6,576
稼働額（千円） 145,671 145,465 155,559 155,823 169,474
表1　受診者数の推移
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図3　治療の有無別のメタボリックシンドローム頻度(2年間）
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図5　生活習慣病治療の有無別のLDL-C値（2年間）
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図7　治療の有無別の空腹時血糖値（2年間）
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図8　協会けんぽ受診者における保健指導階層化（職員、職員以外、2年間）





非該当（未治療） 非該当（治療中） 動機づけ 積極的
図9　10年間のメタボリックシンドロームの頻度の推移














X線 内視鏡 便潜血 全大腸内視鏡
H29 H30 H29 H30 H29 H30 H29 H30
受診者数 2633 2541 1618 1846 4303 4405 73 65
要精検者 88 99 57 113 189 185 2 2
要精検率 3.3 3.9 3.5 6.1 4.4 4.2 2.7 3.1 
精検受診者 54 61 57 113 116 120 2 2
精検受診率 61.4 61.6 100.0 100.0 61.4 64.9 100.0 100.0 
がん発見数 0 1 * 2 4 ** 5 4 0 0
がん発見率 0.00 0.04 0.12 0.21 0.12 0.09 0.00 0.00 





胸部X線 CT 頚部細胞診 マンモグラフィー
H29 H30 H29 H30 H29 H30 H29 H30
受診者数 4885 4705 265 316 862 964 859 799
要精検者 114 83 24 11 7 23 116 157
要精検率 2.3 1.8 9.1 3.5 0.8 2.4 13.5 19.6 
精検受診者 102 77 20 9 7 22 112 148
精検受診率 89.5 92.8 83.3 81.8 100.0 95.7 96.6 94.3 
がん発見数 3* 3 0 0 0 0 3 5
がん発見率 0.06 0.06 0.00 0.00 0.00 0.00 0.35 0.63 

















が可能であった．対策型内視鏡検診では 2 年に 1 回







2 年間の発見進行大腸がん 4 例はすべて前年度の
便潜血陰性で，3 例は横行結腸以深であった．4 例
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この 2 年間は胸部 X 線で多くの肺がんが発見さ







































96 高知赤十字病院健康管理センター運営状況（平成 29，30 年度）
